
History in Massachusetts”を起点として」
司会：齊藤園子（北九州市立大学）
シンポジウム「19世紀アメリカ文学研究からケア倫
理に応答する」
司会・講師：生田和也（長崎外国語大学）

講師：江頭理江（福岡教育大学）
講師：内堀奈保子（日本大学）

コメンテーター：小川公代（上智大学）
研究発表
発表者：Liu Hui （福岡大学大学院博士後期課程）
「Varieties of Strong Women in The Birchbark
House Series」
司会：長岡真吾（福岡女子大学）
特別講演
沼田真祐（作家）
「孤立と連帯」
司会・聞き手：藤野功一（西南学院大学）
聞き手：ユスチナ・W・カシャ（西南学院大学）

☆12月例会
12月16日（土）
場所：九州大学 箱崎サテライト
研究発表１
発表者：矢野清一
「Jeeper the Fire Engine と Gone with the Wind
の比較――登場人物たちに共通する「強（したた）
かさ」についての女性性からの考察」
司会：竹内勝徳（鹿児島大学）
研究発表２
発表者：川村真央（福岡大学）
「Henry James の描くグロテスクな誓い――The
Other House における再婚」
司会：齊藤園子（北九州市立大学）
特別講演 牧野理英（日本大学）
「ヤマシタとわたし――アメリカ文学史における
日系作家の抵抗の所作」
司会：渡邊真理香（北九州市立大学）

2024年
☆役員会
３月２日（土）オンライン会議

☆九州アメリカ文学会第69回大会
５月18日（土）－19日（日）
映画上映
『グリード』（1924）
研究発表１
発表者：毛利優花（福岡大学）
「Philip K. Dickの短編小説“Stand-By”に見るテ

クノロジーと政治」
司会：永川とも子（九州大学）
研究発表２
発表者：大島由起子（福岡大学）
「“Norfolk Isle and the Chola Widow”におけるチ
ョラ性と島の名」
司会：竹内勝徳（鹿児島大学）
特別講演
渡邉克昭（大阪大学名誉教授，名古屋外国語大学）
「すべては『関係性』によって繋がっている――
後期デリーロにおける量子論的世界観」
司会：竹内勝徳（鹿児島大学）
シンポジウム「アメリカとテクノロジー――アメ
リカ流線型時代の「人間」,「他者」,「テクノロジー」」
司会・講師：中村嘉雄（九州大学）

講師：塚田幸光（関西学院大学）
講師：福田安佐子（国際ファッション専門

職大学）
講師：鈴木章能（長崎大学）

支 部 の 頁20

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
＊ 編集委員会の構成につきましてご報告申し上げます。代議員会選出の委員で，詩部門では朝比奈緑先生と江田孝臣
先生が退任され，飯野友幸先生と梶原照子先生が就任されました。演劇部門では舌津智之先生が退任され，岡本太助
先生が就任されました。近代小説散文部門では石原剛先生と成田雅彦先生が退任され，城戸光世先生と古井義昭先生
が就任されました。現代小説散文部門ではマシュー・セアドー先生と藤井光先生が退任され，ジョシュア・デール先
生と渡邉克昭先生が就任されました。これまでご尽力いただきました先生方に改めまして感謝申し上げます。また，
去る５月４日に東北大学で開催された書評会議で，2024年度編集委員長に髙尾直知先生が昨年度に引き続き選出され
ました。

＊ 書評会議では，2023年に出版されたアメリカ文学関連研究書26点について検討し，13点を次号機関誌の「書評」欄
で，７点を「短評」欄で取り上げることになりました。書評執筆依頼をご快諾くださいました先生方に御礼申し上げ
ます。また日文号の「書評」欄で取り上げた研究書については，英文による内容紹介を編著者の方々に執筆いただい
て英文号に掲載することとなっています。すでにご依頼させていただいていることと存じますが，どうぞよろしくお
願いいたします。

＊ 本学会機関誌への投稿論文は４月25日に締め切られ，21篇の応募がありました。ご投稿くださいました皆様に厚く
御礼申し上げます。６月15日に青山学院大学で開催された編集会議で委員全員による討議を重ねた結果，英文号に２
篇が採用されることとなりました。以下，採用論文執筆者のご氏名，所属支部，論文題名をお知らせいたします。

【英文号論文 2篇】
土 岐 光 一（関西支部） People-to-People Contact in the Global Cold War: The Triangulated Rivalry in

Henderson the Rain King
大 谷 祐 二（東京支部） Winesburg, Ohio and Sherwood Anderson’s Grotesque Sentimentalism

＊ 上記採用論文のうち，著者が新人賞受賞資格を持つ論文についてさらに選考を行いました。その結果，以下の１本
の論文が新人賞の受賞作となりました。

土 岐 光 一（関西支部） People-to-People Contact in the Global Cold War: The Triangulated Rivalry in
Henderson the Rain King

＊ 2017年３月をもちまして，国立情報学研究所が提供してきた CiNii による論文オンライン化事業が終了しました。
日文号・英文号両誌のバックナンバーについては，科学技術振興機構が提供する J-Stage でオンライン公開されてい
ます。ご研究等にご活用頂ければと存じます。

＊ 当学会では新人賞創設にともない，2010年度より投稿規定が改定されました。投稿の際には改訂後の投稿規定を遵
守くださいますようお願いいたします。図版等の掲載につきましては，版権の申請作業およびその費用を，執筆者に
ご負担いただきますので，よろしくご承知おきください。投稿規定に準拠しない注・文献形式などの論文，また体裁
などに不備がある論文（MLAHandbook の最新版を参照のこと）は，編集委員の査読にあたり不利な印象を与えます。
著しい場合には，審査の対象から外れる場合もありますので，ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

＊ これまで編集室幹事としてご尽力くださった山本洋平（明治大学）が，昨年度をもって退任されました。この場を
借りて厚く御礼申し上げます。なお，昨年10月の代議員会において新編集室幹事として齊藤弘平（青山学院大学）が
承認されました。これからも当学会機関誌の刊行に尽力して参りますので，何卒よろしくお願い申し上げます。

（編集室幹事 齊藤弘平，来馬哲平，深瀬有希子)
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